
北
ほう

条
じょう

志
し

津
づ

子
こ

(64）

無所属・八木

当日有権者数 40,697人

投票者総数 27,469人

投票率 67.50％

　10月 22日、任期満了に伴う南あわじ市議会議員選挙が行

われ、次の方々が当選しました。また11月 21日の臨時議会で

議長に廣内孝次氏、副議長に木場徹氏が選ばれました。

任期
平成29年11月11日～

平成33年11月10日

※年齢順・敬称略
年齢は11月11日現在

市議会議員18人決まる

中
なか

村
むら

三
み

千
ち

雄
お

(81）

無所属・灘

阿
あ

部
べ

計
けい

一
いち

(80）

無所属・阿万

登
のぼり

里
ざと

伸
しん

一
いち

(78）

無所属・津井

北
きた

村
むら

利
とし

夫
お

(76）

無所属・福良

長
おさ

船
ふね

吉
よし

博
ひろ

(68）

無所属・福良

吉
よし

田
だ

良
よし

子
こ

(67）

日本共産党・市

廣
ひろ

内
うち

孝
こう

次
じ

(67）

無所属・榎列

木
き

場
ば

徹
とおる

(67）

無所属・阿那賀

印
いん

部
べ

久
ひさ

信
のぶ

(71）

無所属・賀集

小
こ

島
じま

一
はじめ

(64）

無所属・広田

谷
たに

口
ぐち

博
ひろ

文
ふみ

(63）

無所属・松帆

久
く

米
め

啓
けい

右
すけ

(64）

無所属・賀集
土
ど

井
い

巧
たくみ

(63）

無所属・神代

原
はら

口
ぐち

育
いく

大
お

(62）

無所属・市

熊
くま

田
だ

司
つかさ

(60）

公明党・市

蛭
えび

子
す

智
とも

彦
ひこ

(60）

日本共産党・松帆

太
おお

田
た

康
やす

文
ふみ

(33）

無所属・潮美台

12月定例会の日程
　12月上旬から定例会が開催します。日程は南あわじ市ホームページに掲載しています。 62017.12.1発行7

市政ひろば

　このたび本学の申請が文部科学省平成 29年度「私

立大学研究ブランディング事業」に選定されました。

　本学の事業名および事業期間等は次のとおりです。

　この事業は、文部科学省が平成 28 年度より実施し

ている公募事業で、全学的な独自色を大きく打ち出す取

り組みを行う私立大学に対し、経常費・設備費・施設

費を一体として重点的に支援するものです。今年度は

188校の申請があり、計 60校が選定されました。

　今後はこの事業を通じて、南あわじ市と本学のブラン

ドを全国に発信し、さらに公開講座やシンポジウムのよ

り一層の充実を予定しておりますので、ご期待ください。

問同大事務室☎ 42-4700

　南あわじ市には、自慢できる三つの人口関連データが

あります。高齢者就業率 38.5％、女性就業率 54.3％、

合計特殊出生率 ( 女性１人が一生の間に産む子どもの

数 )1.83 です。これらは、全国の平均を大幅に上回り、

兵庫県内では、いずれも１位です。すなわち、南あわじ

市の高齢化率は33.5％と、日本の20年先の姿ですが、

その中でも、シニアは元気に働き続け、女性の多くが仕

事を持ちながら、子沢山であるということを表しています。

南あわじ市は間違いなく、一億総活躍社会に最も近いまち

の一つです。

　これから、日本の高齢化は更に進みます。地域社会を

維持し、経済循環を持続・拡大していくためには、できる

だけ多くの人が、意欲と体力に見合った形で、就労やボ

ランティアなどで社会を支え続けていくことが不可欠になり

ます。とりわけ、団塊の世代が 75歳に達する2025 年

に向けて、仕組みづくりが急がれます。南あわじ市は、そ

の先導役として最もふさわしいまちです。そうした考え方か

ら、今年度、高齢者等元気活躍推進事業を立ち上げ、福祉、

教育、まちづくりなど幅広い分野で、シニアの助力を必要

としている仕事をリストアップしてきました。また、12月には、

60歳以上の皆様に、仕事やボランティアに対する考え方

や希望をお伺いするアンケートを実施します。これらの結

果に基づき、来年度以降、まちづくりポイント制度なども導

入しながら、シニアの活躍の場を更に拡大していきたいと

思います。

　こういう社会づくりが進めば、多くの好循環が生まれます。

高齢者の方が最後まで社会とかかわり、生きがいを持ち続

けることができるようになります。仕事を分け合うことで、福

祉、教育をはじめ様々な分野で問題となっている人手不足

が軽減されます。また、支える側に立つことは健康維持の

秘訣とも言われます。いきいき百歳体操や予防医療の拡充

と相まって、医療・介護費が抑制されれば、若者世代へ

の支援を強化でき、移住・定住も進みます。健康長寿の

地域として知名度が上がれば、それを支える食材のブラン

ド化や観光産業の発展につながり、地域経済の活性化に

もつながります。そんなことを思い描いて構想を進めて参

ります。アンケートへの回答をはじめ、本政策への積極的

なご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

南あわじ市長 守本 憲弘

一億総活躍社会に最も近いまち

▲自分たちの技術・経験を生かして活躍する女性たち。
　写真は美菜恋来屋で郷土料理「押し寿司」に取り組む
　女性グループ

文部科学省平成２９年度「私立大学研究ブランディング事業」に選定されました

エコ農業ブランディングによる発展的地域創成モデルの形成事業
南あわじ市と吉備国際大学のブランドを全国へ発信！

■事業名 

 エコ農業ブランディングによる発展的地域創成モデルの形成

■事業期間　2017 年～ 2021 年（5 年間）

■参画組織　地域創成農学部（平成 30 年より農学部に名称

　変更）・アニメーション文化学部・大学院地域創成農学研究科・

　植物クリニックセンター


